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エレガントなスタイルでハイコストパフォーマンスなワインを造る、長い歴史を持つ南アフリカの生産者

　リントン・パークはそのルーツが1699年にまで遡る歴史あるワイ
ナリーです(南アフリカで最初にワインが造られたのが1659年)。リ
ントン・パークのあるスラングリヴァー(ヘビ川)と呼ばれる場所は
、グローエンベルグ山の高傾斜に寄り添ってある84haの土地で、ウェ
リントン、パールの眺めがテーブルマウンテンの方角に広がってい
ます。葡萄畑は南アフリカでも有数の高地(標高500m付近)にあり、
冷涼な風の吹くミクロクリマを有し、他の畑よりも6℃低い温度が
葡萄を緩やかに熟成させ、きれいな酸を持ったエレガントなスタイル
のワイン造りを可能にしています。土壌はミネラルを多く含んだ花
崗岩のオークリーフ土壌で、グレンローザとトゥクル土壌から成っ
ており、区画は凝縮感のある香りを出すために慎重に管理され、収
穫量をほどほどに抑えています。計画的に灌漑を行っており、可動
式のワイヤーを用いたセブン・ストランド・システムを使用。高い位
置に仕立てのワイヤーを設置するため、収穫に適した位置に葡萄が実
るようになっています。

　リントン・パークは、Biodiversity and Wine Integrated認定(BWI；生
物多様性を守っているワイナリー)を受けています。また、絶滅が懸念されて
いるサイの保護を支援したり、環境に優しい、炭素が少なくて軽いボトルを
用いる等、南アフリカの環境に配慮したワイン造りを行っています。


